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原 著

思春期早期での性暴力被害の危険につながる要因

Factors involved in a sexual assault crisis 
        in early adolescence

永 松 美 雪1) 原 健 一2)

1)佐 賀大 学医学部 看護学科 母子看護学,2)佐 賀県DV総 合対 策セ ンター

1) Miyuki NAGAMATSU:Department of Maternal and Child Nursing, Faculty of Medicine, Saga University 
2) Kenichi HARA:Saga Prefectural Center for General Countermeasures Against Domestic Violence

抄 録:近 年,ソ ー シャルネ ッ トワー クは思春期 早期 に も拡大 し,さ まざ まな問題 を起 こ してい る。研 究の 目的

は思春 期早期 での性 暴力被 害の危 険につ ながる要 因を明 らか にする こ とである。2013年7月 か ら9月 まで の3か 月

間,6中 学校 の中学3年 生(14～15歳)の600人 にイ ンター ネ ッ トの活用 状況,性 行為 に対す る態度,デ ー トDV

の認 識,男 女関係の 意識,性 被害 の経験 を調査 した。511人(回 収 率85.2%)男 子237人,女 子274人 が同意 して

調査 に答 えた。性暴力 被害が あ る生徒 は被害 が ない生 徒 よ り,イ ン ター ネ ッ トで初 めて出合 った相手ヘ メッセー

ジや写真 を送っ た割合 が高 く,性 行為 に対す る否定 的態度得 点が低 かった。 また,被 害が ある女子 は被 害が ない

女子 よ りもデー トDVの 認識 合計得 点が低 い こ とが認 め られ た。性暴力 被害予 防 のため に思春期 早期 の男女ヘ イ

ンターネ ッ トの活用 やデー トDVに つい ての教 育が急務 であ るこ とが示唆 された。

Synopsis : In recent years the social networking services have been rapidly expanding among young adoles-

cents, causing various problems in our country. The purpose of this study was to examine factors involved 

in a sexual assault crisis in early adolescence. An anonymous questionnaire survey was conducted during a 

period of 3 months from July to September, 2013, the subjects being 600 students of both sexes aged 14 to 
15 at 6 junior high schools. Consequently, 85.2% of the subjects or 511 students (237 males and 274 females) 

agreed to respond to the questionnaire which included the following question items: use of the Internet; atti-
tude toward sexual intercourse; awareness of dating DV (domestic  violence); awareness of male-female rela-

tionship; and experience of suffering sexual assault. Compared with the subjects with no sexual assault expe-

rience, those who suffered sexual assault showed higher frequency of sending their messages orphotos 
through the Internet to a person whom they had never met before. The latter group tended to be less nega-

tive about having sexual intercourse than the former. In general the awareness of dating DV was lower for 

females with sexual assault experience.The findings suggested that the education on dating DV as well as 

how to use the Internet should be urgently provided to both males and females in early adolescence for the 

prevention of sexual assault. 
Key words : Early adolescence, Sexual assault, Dating DV (domestic violence).

I.緒 言

近年,IT環 境の発展 によりインターネットが

利用できる多機能型携帯電話の普及が青少年の身

近なコミュニケーションツールとなって以降,そ

の危険性 を知らない子 どもにも急速にソーシャル

ネットワークが拡大 し,さ まざまな問題を起こし

ている1)。特に,メ ール配信や掲示板を通 じた援

助交際の誘引や自画撮影画像の要求など言動によ

る脅 しを含む,望 まない性的接触を目的とする暴

力及び暴力未遂など性暴力被害(以 下性被害と省

略)の うち,警 察の報告による強姦･強 制わいせ
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つの認知件数,検 挙件数および検挙人員は,平 成

24年,平 成25年 と年々増加 している2)。また,20

歳未満の女子では,他 に公然わいせつや略取誘拐

も増加している2)。しかし,法 務省法務総合研究

所の調査によると性被害に遭い,被 害を届ける女

性はわずか13.3%と 報告されている3)。

内閣府の3年 に1度 行われている全国20歳 以上

の男女を対象とした 「男女間における暴力に関す

る調査」では,女 性で異性から無理や り性交され

た経験があったと回答 した人 は7.7%を 示 し,そ

のうち被害を相談したのは28.4%に とどまり,警

察に相談 したのはわずか3.7%で あ り,性 被害は

潜在化 していることが推測される4)。被害を受け

た女性の うち,被 害時期 を 「被害者が10代 の と

き」 と回答 しているものが38.7%と 高率である4)。

また,女 子大学生･高 校生を対象 とした結婚前の

男女間暴力(以 下デー トDV:dating domestic

violence)の 調査によると,女 子大学生の14%,

女子高校生の10%の 被害経験があ り,そ のうち

30%は,男 性か ら性 的なことを強制 されたこと

があると報告されている5)。さらに,最 近のイン

ターネットが利用できる多機能型携帯電話やタブ

レッ トの普及は,思 春期早期での性被害に影響 し

ていることが推測されるが,そ の関連は明らかに

されていない。以上により,思 春期早期での性被

害の危険につながる要因を明 らかにすることを研

究目的とした。

Ⅱ.方 法

1.研 究期間･対 象

調査期間は2013年7月 か ら2013年9月 までであ

る。対象は,佐 賀県予防教育事業(性 行動に伴 う

危険を予防する中学生向けの新プログラム)に 参

加した中学校のうち学校長の研究承認が得 られた

6中 学校に在籍する性被害予防に関する授業を受

けていない14歳 から15歳 までの3年 生600人 であ

った。

2.研 究方法

1)調 査方法

調査方法 として,研 究者は,教 育前に学校の教

師に説明書,調 査票を配布 した。教師への説明書

には,調 査票の配布方法や,回 収方法を記載 した。

調査は守秘義務を重視 し,生 徒が記入する際,担

任は廊下で待機 し,性 被害経験 に関する質問項 目

は調査票の最後のページに配置 し,記入後直 ぐに,

各 自で小封筒 に密封させ,ク ラス毎に回収 した。

生徒への説明書には,研 究の目的として,デ ータ

の守秘性,調 査の参加を拒否できること,著 者 ら

の連絡先を詳細に記載した。さらに,わ からない

質問や答えた くない質問は記入しな くて良いこ

と,記 入後に提出したくない場合 は提出しなくて

良いことを記載 した。

調査後 参加 した全中学校へ学年毎に調査結果

を報告 し,教 育プログラム案を提示し,性 被害の

予防に関する教育を実施した。また,教 育中に生

徒や教員へ性被害に対す る相談･対 応を呼びか

け,相 談や連絡があった生徒に対 して佐賀県DV

総合対策セ ンターと性暴力救援セ ンター･さ が

(さがmirai)と 連携して対応した。本研究計画は,

佐賀大学医学部倫理員会に提出し研究承認を得て

実施 した。

2)調 査内容

(1)イ ンターネットの活用状況

事前に調査に参加しない中学生 と中学校教諭へ

のインタビューをもとに,著 者 らが性被害につな

が りやすいインターネットの活用状況を中学生向

けに独自に作成した簡易な3項 目の質問を使用し

た。①携帯電話やインターネットで初めて知 り合

った人ヘ メッセージを送ったことがありますか?

②携帯電話やインターネットで初めて知 り合った

人へ写真を送ったことがあ りますか?③ 携帯電話

やインターネットで初めて知 り合った人と会った

ことがありますか?3項 目の質問は,各 経験の

有無を答えるものである。

(2)性 行為に対する態度

著者 らが中学生向けに独 自に作成 し,以 前の研

究の使用 した簡易な3項 目の質問を使用 した6-8)。

①あなたは,あ なた自身が中学生の時に,性 行為

をすることをどう考えていますか?② あなた

は,あ なた自身が高校生の時に,性 行為をするこ

とをどう考えていますか?(1=か まわない 2=
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少 しはかまわない 3=あ まりよくない 4=よ く

ない)③ あなたは,性 行為をすることをさそわれ

た時,断 る自信があ りますか?(1=自 信がない

2=あ まり自信がない 3=少 しは自信がある 4=

自信がある)3項 目の質問は四者択一で答 えるも

ので,思 春期の性行為に対して慎重な態度ほど点

数を高 く設定した。

(3)デ ートDVの 認識

内閣府による男女間暴力に関する調査の身体的

暴力,精 神的暴力,性 的暴力の内容を基に4),著

者により80高 等学校の19,398人 の高校生の調査

に使用した質問票を参考に,中 学生向けに簡易な

10項 目の中学生版質問票を作成 し,著 者 らの以

前の研究で信頼性が確認されている質問票を使用

した(α 係数=0.80)6-8)。 男女交際において相手

に対 して行われる場合,4=そ うだ,3=や やそ

うだ,2=や やちが う,1=ち がう,い ずれかで

答えるもので,質 問は全て暴力であるため,暴 力

と認識 しているほど高い得点 として,そ の合計点

をデー トDV認 識得点とした。

(4)男 女関係の意識

著者 らが中学生向けに独自に作成 し,以 前の研

究の使用 した簡易 な3項 目の質問を使用した6-8)。

①男女交際において男女の対等な関係は,ど の程

度大切であると思いますか?② 男女交際におい

て相手を思いやることは,ど の程度大切であると

思いますか ③男女交際において自分を思いやる

ことは,ど の程度大切であると思いますか?を

尋ねた。これらの質問に対 して,1=大 切でない,

2=あ まり大切でない,3=少 し大切である,4=

大切である,か ら選択する。お互いを尊重する意

識が高くなるほど,点 数を高く設定 した。

(5)性 被害の経験

WHOに よる女性の健康 と女性 に対する性暴力

に関する多国間での研究に使用 されている質問9)

をもとに専門家に翻訳を依頼し,中 学生へのプレ

テス ト後に使用 した。①あなたは望んでいないの

に,誰 かに性行為を無理や りされたことがあ りま

すか?② あなたは望んでいないのに,よ くわか

らない怖 さのために,性 行為 をしたことがあ りま

すか?③ あなたは相手の強さに負けて,恥 ずか

しいと感じるような性行為を誰かに無理や りされ

たことがありますか?そ の他,20歳 未満の女子

では,公 然わいせつや略取誘拐･付 きまといが多

い状況から2),著者 らが中学生向けに独自に作成し

た簡易な2項 目の質問を尋ねた。「あなたは望んで

いないのに,誰 かに身体 を触れ られたことがあ り

ますか?」,「 あなたは知 らない人に声をかけられ

た り,あ とを付け られた りした経験があ ります

か?」 を尋ねた。これらの5項 目の質問は,性 被

害の有無について2者 選択で答えるものであった。

(6)性被害の相談状況

現在 までに性被害があった生徒へ,相 談の状況

を把握するために,「 あなたが望んでいない経験

について,誰 かに相談したことはあ りましたか?」

を尋ねた。

(7)今後の相談希望

将来,性 被害にあった場合の相談希望を確認す

るために 「今後,あ なたが性被害や性暴力 を受け

た時には,誰 かに相談したいと思いますか?」 を

尋ねた。

3)分 析対象と方法

男女間と男女毎に性行為･身 体接触･付 きまと

いの何れかの性被害の経験者 と未経験者 につい

て,イ ンターネットの活用状況は,各 項目の割合

をχ2検定により比較した。 また,性 行為 に対す

る態度,デ ー トDVの 認識得点,男 女関係の意識

の値や合計はt検 定 に より比較 した。分析 は,

SPSSバ ージョン21を 使用 し,有 意水準 をp<

0.05と した。

Ⅲ.結 果

1)性 被害状況とインターネッ トの活用状況及

び他の要因の男女比較(表1)

調査に同意 し参加 した生徒 は,6中 学校の3年

生511人(回 収率85.2%)で 男子237人,女 子274

人であった。 自分が望 まない性被害経験 として,

望んでいないのに性行為を強要された経験がある

生徒は,男 子0.4%,女 子1.1%で,望 んでいない

のに怖さのために性行為 を経験 した生徒 は女子

1.1%で,相 手の強さに負けて性行為 を無理や り

経験 した生徒 は男子13%,女 子0.7%で あった。
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表1 思春期早期における性被害経験と他の変数の男女比較

全体

(n=511)

男子

(n=237)

女 子

(n=274)

男女間の比較

性 被害を受けた経験,(%)

%/M(SD) %/M(SD) %/M(SD) t/χ2 P

① 望んでいないのに、誰 かに性行為 を無 理や りされた 0.8 0.4 1.1 0.742 0.627

② 望んでいないのに、 よくわか らない怖 さのために性行為
をした

0.6 0 1.1 2.611 0.252

③ 相手の強 さに負けて、恥ず か しい と感 じる ような性
行為 を誰か に無理 や りされた

1.0 1.3 0.7 0.372 0.667

①～③何れかの被害経験 1.4 1.3 1.5 0.035 1.000

④望んでいないのに、誰 かに身体 を触 れ られた 9.8 6.8 12.4 4.573 0.036

⑤知 らない人 に声 をかけ られた り、あ とを付 け られた

りした
13.5 7.6 18.6 13.562 <0.001

①～⑤何れかの被害経験 19.0 12.7 24.5 11.495 <0.001

①～⑤何れかの被害経験の相談状況 22.7/n=97 10.0/n=30 28.4/n=67 4.687 0.035

今後、性被害を受けた時の相 談希望,(%) 76.0 73.5 78.1 1.180 0.299

イ ンターネ ッ トの活用状 況,(%)

① インター ネッ トで初めて知 り合った人ヘ メ ッセー ジ

を送 った
41.9 42.3 41.5 0.030 0.928

② イ ンターネッ トで初 めて知 り合 った人へ写真 を送った 19.7 18.3 21.0 0.563 0.502

③ イ ンターネ ッ トで初 めて知 り合 った人 と会った 8.3 8.5 8.1 0.030 0.873

性行為に対す る否定 的態度 合計,M(SD)3-12 9.02(2.51) 8.69(2.78) 9.31(2.23) 2.685 0.007

デー トDVの 認識合計,M(SD)10-40 33.65(6.73) 32.76(7.80) 34.41(5.53) 2.764 0.006

お互いを尊重す る男女関係の意識合計,M(SD)3-12 10.73(1.51) 10.55(1.62) 10.89(1.40) 2.585 0.010

何 れか の望 ん で い ない 性 行 為 を経 験 した の は,男

子13%,女 子1.5%で あ っ た 。

ま た,望 ん で い ない の に体 を触 れ られ た経 験 が

あ る 男 子 は6.8%で,女 子 は12.4%で 女 子 が 男 子

よ り多 い こ とを示 した(p＝0.036)。 さ らに,知 ら

な い人 に声 を か け られ た り,あ とをつ け られ た り

した 経 験 が あ る男 子 は7.6%,女 子 は18.6%で,

女 子 が 男 子 よ り多 い こ と を 認 め た(p<0.001)。

何 れ か の性 被 害 経 験 を した 生 徒 は,男 子12.7%,

女 子24.5%で,女 子 が男 子 よ り有 意 に多 い こ と を

示 した(p<0.001)。 何 らか の性 被 害 経 験 を した

生 徒 の うち,望 ん で い な い経 験 に つ い て,誰 か に

相 談 し た こ とが あ る の は,男 子10.0%,女 子

28.4%で,男 子 が 女 子 よ り少 な い こ と を認 め た 。

今 後,性 被 害 や性 暴 力 を 受 け た 時 には,誰 か に相

談 した い か の 問 い に は,男 子73.5%,女 子78.1%

が 相 談 を希 望 す る こ とを答 え た。

インターネットの活用状況として,携 帯電話やイ

ンターネットで初めて知り合った人ヘメッセージを

送った経験がある男子は42.3%で,女 子は41.5%で

あった。また,携 帯電話やインターネットで初めて

知 り合った人へ写真 を送った経験がある男子 は

18.3%で,女 子は21.0%で あった。さらに,携 帯電

話やインターネットで初めて知り合った人と会った

ことがある男子は8.5%で,女 子は8.1%で あった。

何れも男女間に有意差は認めなかった。

今回の研究対象において,性 行為に対する否定

的態度,デ ー トDVの 認識,お 互いを尊重する男

女関係の意識の何れの合計得点の平均は,女 子が

男子より有意に高いことを示した。

2)男 子の性被害 と予測 される要因の比較(表2)

(1)イ ンターネットの活用状況

男子は,性 被害経験者が未経験者より,携 帯電

話やインターネッ トで初めて知 り合った人ヘメッ
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表2 思春期早期の男子における性被害経験と他の変数の比較

性被害経験者

(n=30)

性被害未経験者

(n=207)

ヨ

性被害経験者と
未経験者との比較

イ ンターネ ットの活用状況,(%)

%/M(SD) %/M(SD) t/χ2 P
～

①イ ンターネ ッ トで初めて知 り合 った人ヘ メ ッセージを送った 75.9 37.6 15.269 <0.001

②イ ンターネ ッ トで初めて知 り合 った人へ写真 を送った 37.9 15.5 8.530 0.008

③イ ンターネ ッ トで初めて知 り合 った人 と会 った 20.7 6.8 6.302 0.023

性行為に対す る否定的態度合 計,M(SD)3-12 7.40(3.08) 8.88(2.68) 2.765 0.017

①中学生の時に性行為 を拒 否する態度,M(SD)1-4 2.50(1.28) 3.16(1.01) 3.193 0.002

②高校生の時に性 行為を拒 否す る態度,M(SD)1-4 2.27(1.23) 2.84(1.07) 2.406 0.021

③性行為 を誘われた時に ことわ る自信,M(SD)1-4 2.72(1.13) 3.11(0.94) 2.019 0.045

デー トDVの 認識合計,M(SD)10-40 30.27(10.27) 33.13(7.32) 1.885 0.061

①たたいた りして、けが をさせ る M(SD)1-4 3.23(1.10) 3.64(0.79) 2.468 0.014

② けが をしない程度に、たたいた り、けった りす る M(SD)14 3.03(1.18) 3.35(0.93) 1.374 0.178

③突 き飛 ばした り、 もの を投 げつけた りす る M(SD)1-4 3.27(1.20) 3.64(0.78) 2.217 0.028

④ もの をこわした り、な ぐるふ りをす る M(SD)1-4 3.07(1.17) 3.34(0.88) 1.503 0.134

⑤大声で どなる M(SD)1-4 2.72(1.25) 3.06(0.97) 1.641 0.102

⑥バ カに した り、心が傷つ くようなことを言 う M(SD)1-4 3.00(1.14) 3.27(0.91) 1.240 0.223

⑦何 を言 っても、相手 にせず無視す る M(SD)1-4 3.03(1.12) 3.12(0.98) 0.401 0.691

⑧監視 した り、外出させ なかったりして行動の自由を奪 う M(SD)1-4 3.10(1.34) 3.50(0.87) 2.156 0.032

⑨他の異性 と話をした り、親 しげにした りすることを怒 る M(SD)1-4 2.73(131) 2.98(1.02) 1.208 0.228

⑩性行為や キス を断われ な くす る M(SD)1-4 3.l7(1.28) 3.42(0.90) 1.323 0.187

お互い を尊重す る男女関係の意識合計,M(SD)3-12 10.23(1.90) 10.59(1.57) 1.127 0.334

①男女交際 において男女 の対等 な関係 は,ど の程度大切であ ると

思 います か M(SD)1-4
3.47(0.90) 3.58(0.66) 0.838 0.403

②男女交 際におい て相手 を思 いや ることは,ど の程度大切で ある
と思 いますか M(SD)1-4

3.70(0.53) 3.80(0.54) 0.934 0.356

③男女交 際におい て自分 を思 いや るこ とは,ど の程度大切で ある
と思 いますか M(SD)1-4

3.07(0.94) 3.24(0.71) 0.986 0.331

セー ジを送った経験(p<0.001),イ ンターネ ッ

トで初めて知 り合 った人へ写真 を送 った経験

(p=0.008),イ ンターネッ トで初めて知 り合 った

人へ会ったことがある経験(p=0.023)の 割合が

何れも有意に高いことが示された。

(2)性 行為に対する態度

男子の性行為に対する否定的態度の合計得点は,

性被害経験者が未経験者より有意に低いことを示

した(p=0.017)。 そのうち,現 在における中学生

の性行為を拒否する態度得点は,被 害経験者が未

経験者より有意に低かった(p=0.002)。 また,将

来の高校生の時に性行為を拒否する態度得点は,

被害経験者が未経験者 より低かった(p=0.021)。

さらに,性行為を誘われた時に断る自信の得点は,

被害経験者が未経験者 より低いことが認められた

(p=0.045)。

(3)デ ートDVの 認識

男子のデー トDVの 認識合計得点は,性 被害経

験者 と未経験者で差を示さなかった。しかし,各

項目をみると 「たたいた りして,け がをさせる」,

「突 き飛ば した り,も のを投げつけた りする」,

「監視したり,外 出させ なかった りして行動の自

由を奪 う」において性被害経験者は未経験者より

有意に低いことを認めた。

(4)男女関係の意識

男子のお互いを尊重する男女関係の意識合計得
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表3.思春期早期の女子における性被害経験と他の変数の比較

性被害経験者

(n=67)

性被害未経験者

(n=207)

性被害経験者と
未経験者との比較

イ ンターネ ッ トの活用状況,(%)

%/M(SD) %/M(SD) t/χ2 P

① インターネ ットで初めて知 り合 った人ヘ メッセー ジを送 った 56.7 36.6 8.427 0.004

② イ ンターネ ットで初め て知 り合 った人へ写真 を送 った 29.9 18.0 4.246 0.050

③ イ ンターネ ットで初め て知 り合 った人 と会 った 11.9 6.8 1.774 0.200

性行為 に対す る否定的態度合計,M(SD)3-12 8.81(2.44) 9.46(2.14) 2.041 0.042

① 中学生 の時 に性行為 を拒否す る態度,M(SD)1-4 3.22(0.89) 3.43(0.72) 1.999 0.050

② 高校生 の時 に性行為 を拒否す る態度,M(SD)1-4 2.71(1.05) 2.95(0.97) 1.661 0.098

③性行為 を誘 われた時 にことわる自信,M(SD)1-4 2.92(1.05) 3.23(0.79) 2.503 0.013

デー トDVの 認識合計,M(SD)10-40 33.12(7.78) 34.82(4.52) 2.l91 0.029

① たたいた りして、 けが をさせ る M(SD)1-4 3.66(0.80) 3.69(0.59) 0.336 0.738

② けがを しない程度 に、た たいた り、 けった りす る M(SD)1-4 3.32(0.85) 3.38(0.76) 0.523 0.602

③突 き飛 ば した り、 もの を投 げつ けた りす る M(SD)1-4 3.74(0.71) 3．80(0.49) 0.597 0.552

④ ものをこわ した り、 な ぐるふ りをす る M(SD)1-4 3.39(0.91) 3.47(0.70) 0.714 0.476

⑤大声 で どなる M(SD)1-4 3.23(0.93) 3.40(0.70) 1.555 0.121

⑥バ カに した り、心が傷つ くよ うなことを言 う M(SD)1-4 3.38(0.88) 3.43(0.65) 0.529 0.597

⑦何 を言って も、相手 にせず無視す る M(SD)1-4 3.22(0.95) 3.31(0.75) 0.745 0.457

⑧監視 したり、外出させ なかった りして行動の自由を奪 う M(SD)1-4 3.67(0.79) 3.73(0.54) 0.561 0.577

⑨他 の異性 と話をした り、親 しげに した りすることを怒る M(SD)1-4 2.94(1.10) 3.14(0．84) 1.539 0.125

⑩ 性行為 やキスを断われな くす る M(SD)l-4 3.46(0.90) 3.59(0.69) 1.240 0.216

お互 いを尊重す る男女関係の意識合計,M(SD)3-12 11.09(1.28) 10.83(1.43) 1.393 0.166

①男女交 際において男女 の対等 な関係 は,ど の程 度大切 である と

思い ますか M(SD)1-4
3.71(0.29) 3.58(0.59) 1.646 0.101

②男女交 際において相手 を思 いや ることは,ど の程度大切 である
と思いますか M(SD)1-4

3.91(0.29) 3.88(0.39) 0.602 0.548

③男 女交際において自分 を思 いやるこ とは,ど の程度大切 である
と思い ますか M(SD)1-4

3.59(0.63) 3.55(0.56) 0.499 0.619

点は,性 被害経験者と未経験者で有意な差を示さ

なかった。各項目においても差を認めなかった。

3)女 子の性被害と予測される要因の比較(表3)

(1)イ ンターネットの活用状況

女子は,性 被害経験者が未経験者より,携 帯電

話やインターネットで初めて知 り合った人ヘメッ

セージを送った経験(p=0.004),イ ンターネッ ト

で初 め て知 り合 った人 へ 写真 を送 った 経験

(p=0.050)の 割合が有意に高いことが示された。

(2)性 行為に対する態度

女子の性行為に対する否定的態度の合計得点

は,性 被害経験者が未経験者より有意に低いこと

を示した(p=0.042)。 そのうち,現 在における中

学生の性行為を拒否する態度得点(p=0.050),と

性行為を誘われた時に断る自信の得点は,被 害経

験 者 が未経 験者 よ り低 い こ とが認 め られ た

(p=0.013)。

(3)デ ートDVの 認識

女子のデー トDV認 識合計得点は,性 被害経験者

が未経 験者 よ り有 意 に低 い こ とが示 され た

(p=0.029)。 また,す べての項目において,性 被

害経験者が未経験者 より低い傾向が認められた。

(4)男 女関係の意識

女子のお互いを尊重する男女関係の意識合計得

点は,性 被害経験者と未経験者で差を示さなかっ

た。各項 目においても差を認めなかった。
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Ⅳ.考 察

1)思 春期早期の性被害の状況

今回の思春期早期の対象への調査では,自 分が

望ん でいない性行為 を受けた男子 は237人 中

13%で,女 子 は274人 中1.5%で あ り,男 女 とも

に被害を受けていることが認められた。平成26

年度犯罪白書によると全国の平成25年 度の強姦

の被害発生率は,女 性の人口10万 人当たり22%

である3)。今回の調査では望んでいない性行為 の

相手を具体的に尋ねていないが,知 らない相手だ

けではなく,知 っている相手や交際相手が含まれ

ていることが推測 される。また,男 女ともに望ま

ない性行為の被害を受けている実態は,注 目する

結果であると考える。 日本性教育協会による6年

毎に報告 されている平成23年 度の全国調査結果

では10),性的行為の強要を受けている中学生の男

子0.4%,女 子1.9%と 比較 して,男 子の性被害率

が高い。さらに,高 校生の居住地別被害調査にお

いて,男 子の場合,大 都市より中都市や町村など

都市規模が小さくなると性的行為の強要の被害率

が高 く,友 人を加害者 として挙げる率が高いこと

から,友 人関係が性被害を生起する可能性がある

ことが報告された10)。これらにより,男 子の場合

は同性間での性被害が推測されるが,今 後の検証

が必要である。

全国の平成25年 度の強制わいせつの被害発生

率は,人 口10万 人当た り男子0.3%,女 子11.4%

が報告された2)。今 回の調査では,望 んでいない

身体接触を受けたのは,男 子は237名 中6.8%で,

女子は274人 中12.4%で,男 女ともに高い割合で

ある。調査において,加 害者や被害を受けた場

所･状 況は具体的に尋ねていないため,比 較する

ことはできないが,男 女 ともに望まない身体接触

を受けている被害が存在することが示された。ま

た,誘 拐につながる危険がある知 らない人に声を

かけられたり,あ とをつけられたりした経験があ

るのは,男 子7.6%,女 子18.6%で あった。さら

に,い ずれかの性被害経験 をした割合 は,男 子

12.7%,女 子24.5%で,女 子が男子 より約2倍 多

いが,男 女ともに性被害を受けている実態が明 ら

かとなった。

何 らかの性被害経験をした生徒のうち,望 んで

いない経験について,誰 かに相談 したことがある

のは,男 子10.0%,女 子28.4%で,男 子が女子 よ

り少ないことを認めた。法務総合研究所の調査に

よると性被害に遭い,被 害を届ける女性はわずか

13.3%と 報告されているが3),中 学生の女子は,

家族や学校関係者を通して地域の関連機関に相談

できる機会があるが,男 子においては,十 分に相

談 しやすい環境が整っていないことが示唆され

た。今後,性 被害や性暴力 を受けた時には,誰 か

に相談 したいかの問いは,男 子73.5%,女 子

78.1%が 相談を希望すると答えた。性被害の予防

教育や被害時の相談機関についての情報や対応に

ついて伝え,相 談を希望する若者がより増える取

り組みが必要であると考える。

2)イ ンターネッ ト活用状況と性被害の関連

インターネットの活用状況 として,携 帯電話や

インターネットで初めて知 り合った人ヘメッセー

ジを送った経験がある男子は42.3%で,女 子 は

41.5%で あった。今回の調査では,携 帯電話の所

持について尋ねていないが,内 閣府による平成

25年 度の10歳 から17歳 までの携帯電話所持率の

調査では,中 学生全体で51.9%で あり11),携帯電

話を所持している者のうち,携 帯電話やインター

ネットで初めて知 り合った人ヘメッセージを送っ

た経験がある者が高率であることが推測される。

また,写 真を送った経験がある男子は18.3%,女

子は21.0%で あり,何 れも男女間に差は認めなか

った ということは,男 女に関係なく携帯電話やイ

ンターネットを介 した電子メールはコミュニケー

ションツールとして活用されている実態が示され

た。

男女ともに,携 帯電話やインターネットで初め

て知 り合った人ヘメッセージや写真を送った経験

の割合は,性 被害経験者が未経験者よりも有意に

高いことが明 らか となった。平成23年 度の全国

調査では,中 学生女子の性的誘惑被害者や性的強

要被害者のゲームサイ ト利用率が高いという報告

があった10)。従来は,イ ンターネット機器 として

パソコンが主体であったが,近 年は,よ り安価で
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携帯性や操作性がよいスマー トフォンやタブレッ

トが多 く用いられるようになり,中 学生は男女 と

もにコミュニケーションツールとして電子メール

による文章や画像の送信が性被害の機会を増やし

ていることが示唆された。

また,今 回の調査対象者のうち、携帯電話やイ

ンターネットで初めて知 り合った人と実際に会っ

た経験がある男子は8.5%,女 子は8.1%で あった。

さらに,男 子において,携 帯電話やインターネッ

トで初めて知 り合った人と会った経験の割合 は,

性被害経験者が未経験者 よりも高いことを示 し

た。最近の子 どもたちを取 り巻 くIT環 境の落と

し穴として,イ ンターネット依存,い じめ,犯 罪,

浪費などさまざまな問題が指摘 されている12,l3)。

インターネットでのいじめ加害者は,親 子関係,

子が親に抱 く信頼,道 徳的規範意識のすべてにお

いてネットいじめ加害を行わない者 よりもネガテ

ィブであることが報告された12)。子 どもは,親 子

関係など周囲との関係性が悪 くなると,イ ンター

ネットを通 した顔が見えない見知らぬ相手とのコ

ミュニケー ションに心の拠 りどころを見出そうと

してしまうことが考えられる。さらに,イ ンター

ネットに依存すると不登校 にな りやす く,余 暇を

インターネットにより過剰使用するようにな り悪

循環を呈することが報告 された13)。そのため,携

帯電話やインターネットで初めて知 り合った人 と

会った経験がある生徒の中には,イ ンターネッ ト

依存,い じめ,犯 罪,浪 費などの問題を抱える生

徒がいることが予測され,そ の要因に親子関係な

ど周囲との関係性の問題が隠れていることを考慮

した対応が重要であると考える。

3)性 行為に対する態度 と性被害の関連

性行為に対する否定的な態度は,女 子が男子 よ

り高いことを示した。しか し,男 女 ともに,性 被

害経験者は,未 経験者 と比較 して,思 春期早期に

あたる中学生時の性行為 を容認する態度を持 ち,

高校時においてもその態度が続 くことが認められ

た。また,性 行為を誘われた時に断る自信 とも連

動 し,将 来の性行為に対 しても容認する態度につ

ながっていることが示唆された。以前の著者 らの

研究で8),男 女ともに性行為経験者は,未 経験者に

比較して,中 学生の時(現 在)の 性行為を拒否す

る態度や高校生の時(将 来)の 性行為を拒否する

態度,性 行為を誘われた時に断る自信が低いこと

を示した結果と一致する。また,性 行為を容認す

る態度である生徒は,性 行為に慎重な態度の生徒

より,親 子関係や中学校の教員 との関係がネガテ

ィブであ り,性 行為の経験がある友人や年上の交

際相手がいる割合が高いことが報告されている14)。

このように、性行為を容認する態度である者 は,

性行為 に対 して拒否する慎重な態度である者 よ

り,周 囲との関係性の要因から性暴力被害につな

がるリスクがより高くなると考えられる。

4)デ ー トDVの 認識と性被害の関連

中学3年 生 に対するデー トDVの 認識得点 は,

女子が男子より高いことを示した。男子のデー ト

DVの 認識合計得点は,性 被害経験者 と未経験者

で有意な差を示さなかったが,「たたいたりして,

けがをさせる」,「突 き飛ばしたり,も のを投げつ

けたりする」などの身体的暴力や,「監視した り,

外出させなかったりして行動の自由を奪 う」など

の身体的拘束についての項 目得点は,性 被害経験

者は未経験者より有意に低いことを認めた。一方,

女子のデー トDV認 識合計得点は,性 被害者が未

被害者 より有意に低いことが示された。以前の著

者 らの研究で8),男 子のデー トDVの 認識合計得

点は,性 行為経験者と未経験者で有意な差を示さ

なかったが,女 子のデー トDV認 識合計得点は,

性行為経験者が未経験者より有意に低いことを認

めた結果 と一致する。デー トDVは,男 性 よりも

女性が被害を受けやすいことが報告されているよ

うに4),女 子の性被害者は,暴 力の認識が低いた

めに,デ ー トDVの 被害や性被害を受けやすいと

考える。近年,海 外で報告 された 「Adolescent

Dating Violence」 の予 防要因として,知 識,教

育の適応時期,言 語理解･IQ,共 感性など個人

の4要 因 と,愛 情深い学校 と良好な母子関係など

関係性 の2要 因が報告されている15)。以前の著者

らの研究は,女 子では,性 行為経験者は,未 経験

者 よりも,セ ルフ･エ スティームが低いことを明

らか としたが8),発 達過程にある思春期のセル

フ･エ スティームに影響を与える友人関係や家族
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関係など関係性の要因が性被害にも影響を与えた

可能性が推測された。思春期早期からの性被害の

予防のためには学校･家 庭 と連携 した教育や取 り

組みが重要であると考える。

5)男 女関係の意識 と性被害の関連

お互いを尊重する男女関係の意識において,合

計得点の平均は,女 子が男子 より有意に高いこと

を示 した。 しかし,男 女 ともに,男 女関係の意識

合計得点は,性 被害経験者 と未経験者で差を示さ

なかった。海外の研究では,女 性に対する性暴力

を支持する態度は,男 女の不平等な態度に関係 し

ていることが示された15,16)。日本の研究では,婚

前の恋愛関係において,男 女間で支配や束縛があ

るのは当然という偏見や誤解があることが報告さ

れた17)。しかし,今 回の研究では,男 女関係の意

識 と性被害の関連を示さなかった。性被害におい

ては,加 害者は性的接触や性行為を行 うことを目

的としていることが予測されることから,中 学生

が一般的に考える男女交際におけるお互いを尊重

する男女関係の意識とは関連 しなかったと推測さ

れるが、さらなる検証が必要である。

この研究により,思 春期早期の男女ともに,性

被害経験者は,未 被害者 よりインターネットで初

めて知り合 った人ヘメッセージや写真 を送った経

験の割合が高く,性 行為に対する否定的態度の得

点が低いことを示 した。 また,性 被害がある女子

は被害がない女子よ りもデー トDVの 認識合計得

点が低いことが認め られた。 しかし,お 互いを尊

重する男女関係の意識においては性暴力被害 と関

連 しなかった。これ らの結果により,イ ンターネ

ットを介 して初めて知 り合った顔を知 らない相手

や顔見知 りの相手からの性暴力被害を予防するた

めには,イ ンターネットを活用する思春期早期か

ら,イ ンターネッ トに潜む危険を知 り,デ ー ト

DVに 対する認識をもち,慎 重な性的態度を維持

する教育が必要であると考える。わが国において

中学生向けのデー トDV予 防教育プログラムが実

践され,その効果が評価されてきた7,18)。また,今

回の研究により,中 学生のコミュニケーションツ
ールとしての電子メールによる文章や画像の送信

が性被害の機会を増やしていることか ら,思 春期

早期か ら男女間の暴力に対 して正 しく理解するこ

とに加 え,IT環 境や地域 に潜む性暴力被害につ

ながる危険があることを強化する教育が必要であ

ることを示唆した。さらに,性 被害は,思 春期早

期の男女ともに生 じていることを考慮 して,男 女

ともに取 り組むことが重要であると言える。特に,

性被害は誰にも相談で きない傾向があることか

ら,相談しやすい環境や相談のための情報の提供,

学校と連携して個別相談を実施 していくことが必

要である。 また,性 被害による心的外傷体験は,

成長過程において大きな影響を生 じるため,地 域

の性暴力救援センターと継続した支援を行うこと

が重要である。

この研究の限界は,思 春期早期の対象者へ,望

んでいない性行為や身体接触の加害者を特定する

質問については,個 人のプライバシーの配慮から

学校の協力が得 られずに尋ねていないため,知 ら

ない相手による被害か,交 際相手や他の顔見知 り

による被害であるかは調査結果からは不明であ

る。今後の調査においては,調 査方法の改善や工

夫を行 うことが必要である。また,今 回,一 地域

の調査のために研究結果を一般化することができ

ない。今後,よ り広範囲の対象へ調査を拡大する

ことが必要である。

〔本研究は平成26年 の第33回 日本思春期学会

に発表 したものを論文 としてまとめたものであ

る。また,本 研究に御協力いただいた学校関係者

および生徒の皆さん,佐 賀県DV総 合対策センタ

ー と性暴力救援セ ンター･さ が(さ がmirai)の

スタッフの方々に厚 くお礼 を申し上げます〕
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